
原発フリーの
電気の供給を
めざして

別紙にて、「放射能汚染と向きあう
（放射能測定室より）」を掲載
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豊浦太陽光発電所完成 2
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グリーンコープ生協さが

松本 康平さん
７

６
ふくおか発

和白丘店オープン
キープ＆ショップけいせん
オープン

原発に頼らない「新電力」アンケートの結果を報告します

　

多
く
の
人
は
、
こ
れ
ま
で
既
成

の
電
力
会
社
か
ら
電
気
を
買
う
こ

と
が
当
た
り
前
と
考
え
て
き
ま
し

た
。
今
回
全
組
合
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
組
合
員

の
多
く
が
そ
の
現
状
に
改
め
て
目

を
向
け
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
意
見
も
届

け
ら
れ
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
の
取
り
組
み
に
賛
同
す
る
意
見

が
大
多
数
で
し
た
が
、
太
陽
光
発

電
の
安
全
性
や
事
業
の
有
効
性
等

に
つ
い
て
不
安
の
声
も
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
す

べ
て
の
情
報
を
開
示
し
、
今
後
の

進
捗
状
況
も
き
ち
ん
と
案
内
し
て

い
く
こ
と
で
、
組
合
員
の
不
安
を

払
拭
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故

以
降
30
年
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は

ず
っ
と
原
発
の
な
い
社
会
の
実
現

の
た
め
に
運
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
今
、
よ
う
や
く
原
発

に
頼
ら
な
い
電
気
を
使
う
こ
と
に

踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

年
７
月
に
ふ
く
お
か
の
一
部
か
ら

実
験
供
給
を
始
め
、
段
階
的
に
供

給
で
き
る
地
域
を
増
や
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

原
発
フ
リ
ー
の
電
気
の
供
給
を

め
ざ
し
、
ま
ず
は
電
気
の
共
同
購

入
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
原
発
の

電
気
を
選
ば
な
い
人
々
を
増
や
す

大
き
な
う
ね
り
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　グリーンコープは、東日本大震災による原発事故後、脱原発を実現
するための第一歩として、原発に頼らない電気を生み出そうと発電事
業に乗り出し、各地で発電所建設を進めています。今年４月に電気の
小売りが全面自由化になり、グリーンコープもいよいよ組合員への電
気の供給に踏み出すことにしました。
　グリーンコープが電気の共同購入を始めることをアピールし、この事
業を進めることについて組合員の意思を確かめるため、今年２月、全
組合員に向けてアンケートを行いました。結果をお知らせします。

私たちの市民発電所を広げ
ていくために、ぜひグリー
ンコープ・グリーン電力出
資金にご協力、よろしくお
願いします。

アンケート設問と回答 配布枚数：278,268　提出（回収）枚数：159,941　提出（回収）率：57.5％

※問３は問２で「利用したい」と答えた人以外も回答したと考えられます。

①はい ７３，５３８ ４６．０％

②いいえ ８６，２２４ ５３．９％

①利用したい ４２，６７９ ２６．７％

②利用しない ９７，８５４ ６１．２％

①協力する ３０，１９７ １８．９％

②協力しない ２６，１８７ １６．４％

問

１

問

2

　
問

3

グリーンコープは、原発のない社会の実現を
めざして、自然エネルギーによる発電所作りに
取り組んでいます。そのことを知っていますか。

問２で「利用したい」と答えられた方におたず
ねします。電気の使用状況などの調査やその手
続きに協力しようと思いますか。

グリーンコープが供給する電気を
利用したいと思いますか。

問 回答 回答人数 回答率設　問

準備を進めています
へ向けて電気の共同購入

　アンケートを実施したのは２月１～
27日。カタログと共にアンケート用
紙を配布し、共同購入申込書に回答を
記入する方式としました。店舗組合員
については店頭でアンケート用紙を配
布し、回収しました。
　アンケートを機に、発電所作りにつ
いて知らなかった組合員に知ってもら
うことができ、「グリーン電力出資金」
の申し込みが急増しました。また、電
力供給の具体的な内容が不明な中、４
万人を超える組合員がグリーンコープ
の電気を利用したいと答えたのは、脱
原発をめざすグリーンコープへの信頼
と期待の大きさの表れと言えます。

熊本地震で被災されたみなさまには
謹んでお見舞い申し上げます

熊本県で起きた４月１４日(木)夜の前震、１６日(土)未明の本震、相次ぐ余震により、熊本県益城
町、南阿蘇村を中心に、熊本県や大分県で甚大な被害が発生しました。
グリーンコープ生協くまもとの組合員も多くの方が被災され、グリーンコープの産直生産者・メー
カー、グリーンコープのワーカーズ・職員も被災しています。
今後、様々な支援が必要になると考えられることから、翌１８日週から組合員のみなさまに募金を
呼びかけています。

グリーンコープは４月１５日(金)より被災地への支援を行っています。大阪から鹿児島の各グリー
ンコープから人的支援と物的支援、そして、お取引先からの物資支援によって、熊本地震で被災さ
れたみなさまに、水や食料、そして、生活支援物資をお届けしています。
被災されたみなさまが一刻も早く生活を取り戻せるように、組合員のみなさまのご協力をお願いし
ます。

注文番号
１口　２００円

１口　５００円

募金の方法
募集期間　５月１４日（土）まで
共同購入申込書に右の４ケタ番号をご記入
ください。GCwebでも申し込めます。

９９８２

９９８５
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同
じ
思
い
で
活
動
す
る

同
士
が
出
会
っ
た

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電

所
を
エ
リ
ア
内
に
10
基
作
る

こ
と
を
目
標
に
、
組
合
員
に

出
資
を
呼
び
か
け
、
発
電
所

作
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
費
用
が
莫
大
に
か

か
る
こ
と
や
必
ず
し
も
地
域

の
事
情
に
精
通
し
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
建
設
候
補
地

探
し
な
ど
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

独
自
で
は
厳
し
い
状
況
が
続

き
ま
し
た
。

　

発
電
所
計
画
を
進
め
る
中

で
、
同
じ
思
い
を
も
っ
て
活

動
し
て
い
る
人
た
ち
に
出
会

い
ま
し
た
。
そ
の
一
人
、
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所

代
表
の
飯
田
哲
也
さ
ん
は
国

内
外
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
推
進
す
る
第
一
人
者
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
山

口
県
出
身
の
飯
田
さ
ん
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、

下
関
市
で
幅
広
く
事
業
を
展

開
す
る
㈱
Ｃ
．Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
、

太
陽
光
発
電
所
建
設
を
手
掛

け
る
市
民
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ま

ぐ
ち
㈱
と
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
研
究
所
、
一
般
社
団
法

人
グ
リ
ー
ン
・
市
民
電
力
の

四
者
が
太
陽
光
発
電
所
建
設

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
２
０
１
５
年
10
月
、
共

同
で
「
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
豊
浦
合
同
会
社
」
を
設
立
。

建
設
地
は
地
元
企
業
の
㈱

Ｃ
．Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
が
跡
地
利
用

を
託
さ
れ
て
い
た
、
旧
梅
光

学
院
大
学
梅
ヶ
峠
グ
ラ
ン
ド

と
な
り
ま
し
た
。

　

合
同
会
社
は
地
元
で
信
用

の
あ
る
㈱
Ｃ
．Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
を

中
心
に
、
発
電
所
建
設
に
つ

い
て
地
元
住
民
へ
説
明
を
し

て
き
ま
し
た
。
最
初
は
心
配

す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
説
明

を
重
ね
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
は
発
電
所
の
利

益
か
ら
基
金
を
積
み
立
て
、

地
元
に
も
利
益
を
還
元
し
て

い
く
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
。

組
合
員
み
ん
な
で

発
電
所
完
成
を
祝
お
う

　

お
ひ
ろ
め
ま
つ
り
は
、
合

同
会
社
と
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

や
ま
ぐ
ち
生
協
が
、
多
く
の

組
合
員
と
地
域
の
方
々
が
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ま

つ
り
に
し
よ
う
と
準
備
を
し

て
き
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
の
メ
ー
カ
ー
や
山
口
県

内
の
こ
だ
わ
り
の
食
が
ブ
ー

ス
で
出
店
、
映
画
の
上
映
会

や
子
ど
も
が
楽
し
め
る
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
設
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
を
作
り

組
合
員
に
３
週
に
亘
り
配
布
、

発
電
所
の
地
域
に
は
回
覧
板

に
つ
け
て
も
ら
う
な
ど
し
て

広
く
知
ら
せ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
や
ま
ぐ
ち
の
組
合
員

が
３
地
域
か
ら
ま
つ
り
と
お

店
め
ぐ
り
を
す
る
バ
ス
ツ
ア

ー
を
企
画
す
る
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
組
合
員
が
参
加
で
き

る
仕
掛
け
を
用
意
し
ま
し

た
。
当
日
は
地
域
の
方
々
や

親
子
連
れ
の
組
合
員
が
た
く

さ
ん
集
ま
り
、
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

※上記の数値は店舗分も合わせて集計しています。

「原発に頼らない『新電力』アンケート」結果（データのみ）
問１

問２

問３

グリーンコープは、原発のない社会の実現をめざして、自然エネルギーによる発電所
作りに取り組んでいます。そのことを知っていますか。　①はい　②いいえ
グリーンコープが供給する電気を利用したいと思いますか。
①利用したい　②利用しない
問２で、「利用したい」と答えられた方におたずねします。電気の使用状況などの調査や
その手続きに協力しようと思いますか。　①協力する　②協力しない

36.4%

62.0%

49.1%

45.8%

82.0%

79.9%

72.6%

59.2%

58.7%

36.6%

70.3%

36.3%

52.8%

63.4%

57.5%

おおさか

ひょうご

おかやま

とっとり

ひろしま

（島根）

やまぐち

ふくおか

さが

（長崎）

おおいた

くまもと

みやざき

かごしま

ＧＣ合計

566
25.3%
426
16.1%
417
18.7%
229 
13.6%
2,072 
14.7%
852 
18.0%
1,925 
14.7%
10,863 
15.5%
1,176 
23.9%
798 
17.9%
2,257 
16.6%
2,720 
17.7%
757 
25.9%
1,129 
14.1%
26,187 
16.4%

501
22.4%
619
23.4%
555
24.9%
387 
23.0%
3,453 
24.5%
887 
18.7%
1,966 
15.0%
10,991 
15.7%
805 
16.4%
1,203 
27.0%
3,127 
23.0%
2,984 
19.5%
708 
24.3%
2,011 
25.1%
30,197 
18.9%

1,348 
60.3%
1,725
65.1%
1,331
59.8%
1,071 
63.7%
8,227 
58.4%
2,774 
58.6%
9,082 
69.3%
43,535 
62.2%
3,402 
69.3%
2,522 
56.6%
7,472 
55.1%
9,203 
60.0%
1,665 
57.0%
4,497 
56.1%
97,854 
61.2%

777 
34.7%
836
31.5%
768
34.5%
516 
30.7%
4,958 
35.2%
1,245 
26.3%
2,968 
22.7%
15,637 
22.3%
1,321 
26.9%
1,633 
36.7%
4,284 
31.6%
4,065 
26.5%
958 
32.8%
2,713 
33.9%
42,679 
26.7%

1,190 
53.2%
1,484
56.0%
1,261
56.7%
945 
56.2%
8,049 
57.1%
3,355 
70.9%
7,682 
58.7%
36,905 
52.7%
2,683 
54.6%
2,131 
47.8%
6,685 
49.3%
8,597 
56.0%
1,321 
45.3%
3,936 
49.1%
86,224 
53.9%

1,040 
46.5%
1,169
44.1%
963
43.3%
737 
43.8%
6,048 
42.9%
1,376 
29.1%
5,421 
41.4%
33,022 
47.2%
2,229 
45.4%
2,316 
52.0%
6,860 
50.5%
6,710 
43.7%
1,577 
54.0%
4,070 
50.8%
73,538 
46.0%

数
率
数
率
数
率
数
率
数
率
数
率
数
率
数
率
数
率
数
率
数
率
数
率
数
率
数
率
数
率

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

問１
① ② ① ② ① ②

問2 問3

6,138

4,277

4,532

3,669

17,181

5,926

18,037

118,212

8,370

12,157

19,291

42,309

5,529

12,640

278,268

2,236

2,650

2,225

1,682

14,093

4,735

13,097

70,020

4,912

4,454

13,571

15,340

2,919

8,010

159,944

配布枚数 提出枚数 提出率

竣工式は、下関市長をはじめ地元の自治会
の方々も出席し、おごそかに執り行われま
した

まつりには元気くんも登場。
子どもたちに大人気

グリーンコープの山口県の取引メーカー・
生産者も出店

餅まきには大勢の人が参加して、大いに賑わいました

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
山
口
県
下
関
市
で
、
㈱
Ｃ
．

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
、
市
民
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ま
ぐ
ち
㈱
、
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
と

共
に
進
め
て
い
た
豊
浦
太
陽
光
発
電
所
が
完
成
し
、

４
月
９
日
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
発
電
所
の
完
成
を
祝
い
「
お
ひ
ろ
め
ま
つ

り
」
も
開
催
。
県
内
全
域
の
組
合
員
や
近
隣
の
住

民
の
方
も
集
い
、
地
域
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

発
電
所
が
で
き
た
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

グリーンコープやまぐち生協
理事長　佐々木春代 さん

　自然エネルギーの発電所

が本当にできたんだという喜

びでいっぱいです。原発のな

い社会を実現するための一歩を、私たちの地元

山口で踏み出せることを嬉しく思います。

　今後は、地元に発電所があることで自然エ

ネルギーにより発電する意味を実感できる、組

合員の見学ツアーなども企画したいと考えてい

ます。実際に見てもらうことで、脱原発を考え

グリーン電力出資金への出資に結びつけても

らえるよう取り組んでいきます。

豊浦太陽光発電所完成！やまぐちに

自分たちの地域から
脱原発の一歩を

※

※

ド
イ
ツ
映
画
「
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の

想
い
〜
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

を
子
ど
も
た
ち
に
〜
」
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グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
脱
原
発
を
め
ざ
し
、全
国
の

思
い
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
様
々
な
運
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
原
発
の
な
い
未
来
へ
！
３
・
26
全
国
大
集
会
」が

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
」

な
ど
の
主
催
で
、東
京
都
の
代
々
木
公
園
で
開
催

さ
れ
、全
国
か
ら
３
万
５
千
人（
主
催
者
発
表
）が

集
結
し
、脱
原
発
を
訴
え
ま
し
た
。グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
か
ら
は
、組
合
員
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
よ
う
す
と
参
加
し
た
組
合
員
の
思
い
を

紹
介
し
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
組
合

員
は
、
代
々
木
公
園
野
外
音

楽
堂
で
行
わ
れ
た
第
2
ス

テ
ー
ジ
の
集
会
に
参
加
。「
つ

な
が
ろ
う
福
島
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
福
島
の
人
た
ち
か

ら
の
報
告
を
聞
い
た
。

　

福
島
第
一
原
発
で
作
業
員

を
し
て
い
た
人
は
、「
第
三

次
下
請
け
だ
っ
た
の
で
、
危

険
が
伴
う
作
業
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
手
当
は
少
な
く
、

仕
事
を
辞
め
た
今
は
健
康
が

と
て
も
心
配
だ
。
今
も
不
安

の
中
で
作
業
を
し
て
い
る
人

た
ち
が
安
心
し
て
仕
事
が
で

き
る
よ
う
に
、
国
が
労
働
条

件
や
福
利
厚
生
な
ど
を
整
備

す
る
べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。

　

原
発
か
ら
７
〜
33  

離
れ

た
葛
尾
村
の
あ
る
畜
産
農
家

は
、「
事
故
後
、
自
治
体
か
ら

牛
の
販
売
も
移
動
も
認
め
な

い
、
安
楽
死
を
さ
せ
る
こ
と

も
で
き
な
い
と
言
わ
れ
、
あ

り
っ
た
け
の
ロ
ー
プ
で
動
け

な
い
よ
う
に
牛
を
縛
り
避
難

し
た
。
約
１
ヵ
月
後
一
時
帰

宅
す
る
と
、す
べ
て
の
牛
が
餓

死
し
て
い
た
。
そ
の
光
景
は
今

で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
辛
い
体
験
を
語
っ
た
。

　

関
東
で
放
射
能
か
ら
子
ど

も
を
守
る
た
め
に
活
動
を
し

て
い
る
、
約
40
の
グ
ル
ー
プ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
は
、

「
各
グ
ル
ー
プ
は
地
域
の
取

り
組
み
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
共
に
活
動

す
る
仲
間
を
増
や
し
て
き

た
。
原
発
事
故
か
ら
５
年
間
、

協
力
し
合
っ
て
関
東
に
住
む

子
ど
も
た
ち
の
保
養
や
検
査

を
国
や
自
治
体
に
求
め
て
い

る
。
粘
り
強
く
声
を
あ
げ
続

け
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
検

査
費
用
の
助
成
が
実
現
し
た

と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら

も
力
を
合
わ
せ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
健
康
調
査
な
ど
も
実

現
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
報

グリーンコープの放射能検査について
　３０年前のチェルノブイリ原発事故を受けて、「大
切ないのちを守りたい」との組合員の思いから、グリー
ンコープで食品の残留放射能検査がはじまりました。
食べものの放射能汚染の現状を知り、自分たちで判
断できるように放射能測定を行なっています。
　東日本大震災後の原発事故から５年経ちましたが、
今もなお、日常生活の中で目に見えない放射能への
不安が続いています。
　放射能に安全な数値などありませんが、グリーンコー
プでは取り扱っている食べものの自主基準値を１０ベク
レル／ｋｇとし、それを超えるものは、共同体理事会で
取り扱いを検討しています。また、すべての検査結果は、
「共生の時代」や、ホームページに掲載しています。
　「未来ある子どもたちのために、安心・安全な食べ
ものを食べさせたい」という思いを実現するために、
私たちが何をするべきかを一緒に考え、行動し、脱原
発社会をつくっていきましょう。

グリーンコープ共同体組織委員会

若宮物流センター
太陽光発電所売電量
3,746kWh

定格出力47kW（13世帯相当）

神在太陽光発電所売電量

78,060kWh
定格出力1,057kW（280世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協
西部地域本部太陽光発電所売電量

2,907kWh
定格出力54kW（15世帯相当）

広島物流センター
太陽光発電所売電量
4,329kWh

定格出力47kW（13世帯相当）

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使
いたい」という願いをかなえるために、グリーンコープ・グリ
ーン電力出資金に協力しましょう

11,759人　1,051,939,000円
  （2016年4月9日現在）

グリーンコープ・グリーン電力出資金

私たちの   発電
所

一般社団法人グリーン・市民電力から 2016年2月の売電量

No.93

原
発
の
な
い
未
来
へ！

福
島
原
発
事
故
か
ら
５
年
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら
30
年

つ
な
が
ろ
う
福
島
！
守
ろ
う
い
の
ち
！

横断幕を持ってデモ行進しました

告
し
た
。

　

汚
染
地
域
か
ら
避
難
す
る

か
留
ま
る
か
を
自
己
決
定
す

る
権
利
の
保
障
を
求
め
て
活

動
し
て
い
る
団
体
は
、「
留

ま
る
こ
と
を
選
択
し
た
人
た

ち
に
は
、
被
曝
被
害
か
ら
身

を
守
る
保
障
と
支
援
が
必

要
。
強
制
避
難
さ
せ
ら
れ
た

人
た
ち
や
避
難
を
選
択
し
た

人
た
ち
の
中
に
は
、
職
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
多
く
の
も

の
を
失
い
、
苦
し
ん
で
い
る

人
も
多
い
。
今
改
め
て
、
基

本
的
人
権
の
保
障
を
求
め

て
、
避
難
当
事
者
が
声
を
あ

げ
て
い
く
時
が
き
て
い
る
」

と
思
い
を
述
べ
た
。

　

集
会
に
参
加
し
た
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
組
合
員
は
、「
原

発
事
故
は
終
わ
っ
て
い
な

い
、
脱
原
発
の
声
を
あ
げ
て

い
こ
う
」
と
、
他
の
参
加
者

と
共
に
横
断
幕
を
持
っ
て
渋

谷
駅
ま
で
デ
モ
行
進
し
た
。

脱
原
発
の
実
現
に
向
け
て
、

思
い
を
同
じ
く
す
る
全
国
の

仲
間
と
共
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と

な
っ
た
。

連帯する仲間から
エネルギーを
もらった

グリーンコープ生協みやざき

理事長　鈴江 信子さん

　今日の集会はもちろん、一昨年の福岡の集会

でも脱原発に対するたくさんの力強いメッセージ

を聞くことでエネルギーをもらっています。

　集会に参加された年齢も国も性別も様々な人

たちの一人ひとりの力が、大きなうねりとなって

会場を包んでいるように感じました。

　再生可能エネルギーの賛同者を広げる取り組

みを進めていくために、今日感じたことを周りの

人たちに伝えていきたいと思います。

脱原発に向けて
行動しよう

グリーンコープ生協ふくおか

福岡地域理事長　北口 淳子さん

　同じ思いの団体がこんなにいるのかと心強く感

じました。グリーンコープの東日本大震災五年後集

会と今日の集会で福島の方の話を聞き、まだまだ

原発事故は終わっていないということを実感しまし

た。

　脱原発実現のための署名をする、グリーンコープ・
グリーン電力出資金に出資する、復興支援の商品

を買うなど自分ができることから実践してみましょ

うと、周りの組合員に呼びかけたいと思います。

子どもたちの
ために脱原発を
進めたい

グリーンコープ生協ふくおか

理事長　大橋 由美子さん

　２０１２年の集会にも参加しました。前回よりベ

ビーカーを押している人や若い人も増えて、様々な

世代の人が参加していると感じました。福島の原

発事故後の状況を知らせることで、関心を持つ人

が増えてきているのではないかと思います。

　私たち組合員も含め、今日集まった人たちの「子

どもたちのために、そして未来の生命のために」

という共通の願いを、脱原発へと進む大きな力に

していきたいと改めて思いました。

3.26全国大集会

第2ステージの集会

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
集
会

か
つ
ら
お

km

（3）  第 362 号  （2016 年 5 月 1 日） 共 生 の 時 代



　グリーンコープは、食品の安全性や自然環境を守

る予防原則の立場から、生物の遺伝子を操作する遺

伝子組み換え作物（以下、ＧＭＯ）に一貫して反対を

続け、ＧＭＯを栽培しない地域を広げる「ＧＭＯフリ

ーゾーン運動」に積極的に取り組んでいます。

　年に１回、ＧＭＯフリーゾーン運動をすすめる全国

の仲間が集まり、互いの状況を共有し運動への思い

を新たにしています。２０１５年度の集会は、あいコ

ープみやぎを中心とした実行委員会主催で開催され、

グリーンコープからは２７人が参加しました。その様

子を報告します。
2016年3月5日・6日
主　　催：遺伝子組み換え食品いらない！キャンペーン
　　  　　第11回GMOフリーゾーン全国交流集会inみやぎ実行委員会
参加人数：244人

　

在
来
野
菜
と
は
、
栽
培
者

自
身
が
自
家
採
種
な
ど
に
よ

っ
て
そ
の
地
域
で
世
代
を
越

え
て
、
栽
培
・
保
存
を
続
け

て
き
た
野
菜
で
す
。
生
活
に

利
用
し
て
き
た
固
有
性
の
高

い
独
自
の
地
域
資
源
で
あ

り
、
美
味
し
く
て
生
き
た
文

化
財
で
す
。
宮
城
県
に
は
、

小
瀬
菜
大
根
や
伊
場
野
芋
、

仙
台
芭
蕉
菜
、
仙
台
セ
リ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
在
来
野
菜

は
高
く
売
れ
る
、
た
く
さ
ん

採
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
売
れ
な
く
て
も
未
来
に

大
切
に
伝
え
て
い
く
シ
ー
ド

バ
ン
ク
と
い
う
大
切
な
機
能

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

仙
台
周
辺
の
地
域
は
湿
原

で
お
米
を
作
れ
ず
、
約
４
０

０
年
前
か
ら
仙
台
セ
リ
の
栽

培
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

正
月
の
「
仙
台
雑
煮
」
や
行

事
食
に
欠
か
せ
な
い
仙
台
セ

リ
は
、
最
近
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
根
っ
こ
が
お
い
し
い
と

い
う
こ
と
が
広
ま
り
有
名
に

な
り
ま
し
た
。
で
も
私
は
、

東
京
で
は
な
く
仙
台
に
来
て

地
元
の
お
店
で
仙
台
セ
リ
の

鍋
を
食
べ
る
か
ら
こ
そ
美
味

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
旬
に
、
作
ら
れ
た
場

所
で
、
地
域
固
有
種
を
食
べ

る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思

う
か
ら
で
す
。

　

自
分
が
食
べ
る
も
の
や
自

分
の
台
所
の
向
こ
う
側
に
、

ど
ん
な
人
が
ど
ん
な
土
地
で

ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
る

か
、
そ
ん
な
風
景
が
見
え
る

よ
う
な
食
べ
も
の
に
出
会
え

る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
便
利
な
も
の
に
任

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
失
う

も
の
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン

運
動
も
行
政
や
企
業
に
お
任

せ
で
は
な
く
、
私
た
ち
自
身

の
台
所
や
家
庭
か
ら
少
し
ず

つ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
に
し
て
い

く
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
、
世
界
の
市
民
運
動
が
取
り
組
ん
で
い
る
最
大

の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
で
す
。

環
境
を
破
壊
し
、
食
卓
の
安
全
を
脅
か
す
だ
け
で
な
く
、

米
国
政
府
と
モ
ン
サ
ン
ト
社
な
ど
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
多
国
籍
企
業
に
よ
る
世
界
の
食
料
支
配
を
も
た
ら

そ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
間
、Ｇ
Ｍ
作
物
の

栽
培
面
積
は
拡
大
、
日
本
の
輸
入
量
も
増
え
つ
づ
け
て

い
ま
す
。

　

そ
の
動
き
に
対
抗
す
る
た
め
、
私
た
ち
の
取
り
組
み

も
い
っ
そ
う
の
国
際
的
な
連
帯
と
飛
躍
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
も
た
ら
す
も
の
こ
そ
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー

ゾ
ー
ン
の
拡
大
で
す
。
世
界
の
人
々
と
共
に
遺
伝
子
組

み
換
え
作
物
・
食
品
を
拒
否
し
、「
作
ら
せ
な
い
、
流

通
さ
せ
な
い
、
食
べ
な
い
」
と
い
う
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ

ー
ン
を
自
ら
の
地
域
で
広
げ
、
食
と
農
を
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
宮
城
県
仙
台
市
に
集
ま
り
、
全
国
の
心
あ

る
仲
間
と
と
も
に
、Ｇ
Ｍ
作
物
栽
培
拒
否
地
域
を
広
げ
、

自
治
体
で
の
Ｇ
Ｍ
作
物
栽
培
規
制
条
例
の
制
定
を
後
押

し
し
、Ｇ
Ｍ
表
示
の
拡
大
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運
動
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の
復
興
に

弾
み
を
つ
け
、Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
な
社
会
を
足
元
か
ら
築

き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　2005年からスタートした自生ＧＭナタネ汚染調査活動
を、2015年度も全14単協で実施しました。全体で295
ヵ所を調査し、その結果を「自生遺伝子組み換えナタネ汚
染調査報告書」として作成しています。グリーンコープ生協
くまもとでは、調査結果を積極的に自治体へ届ける活動を
続けることで、天草市から一緒に調査をしたいと要請があ
りました。行政と共に取り組んだ意義は大きいと思います。
　これからも「買わない、作らない、作らせない」を合言
葉に、全国の仲間と共にＧＭ食品の表示問題などにも取り
組み、さらにＧＭＯフリーゾーン地域を広げていきましょう。

　

今
回
の
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ

ー
ン
全
国
交
流
集
会
は
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
経

っ
た
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
自
分
た
ち
の
地
域

の
未
来
を
自
分
た
ち
で
描
い

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

を
、
全
国
の
仲
間
と
共
有
し

ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
天
笠
啓
祐
さ

ん
か
ら
Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
現
状
に
つ

い
て
の
報
告
と
、
セ
リ
農
家

の
三
浦
隆
弘
さ
ん
の
特
別
報

告
、
建
築
や
都
市
計
画
の
専

門
家
で
あ
る
風
見
正
三
さ
ん

の
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
共
同
体
を
含
む
10
団
体
が

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
し
、
最
後
に
大
会

宣
言
を
参
加
者
全
員
で
確
認

し
ま
し
た
。

大
会
宣
言
（
一
部
抜
粋
）

G
M
O
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運
動
は

　
　
　
　

私
た
ち
の
食
と
農
を
守
る
運
動

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
い
ら
な
い
！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
代
表

天
笠 

啓
祐
さ
ん

特別報告

報告

面積

45,525.21

43.86

176.16

7,735.59

313.87

5,066.49

14.30

471.81

2,181.37

56.98

231.85

937.01

前年増

90.70

0

99.70

165.59

20.00

23.20

11.00

50.55

8.70

0

0

0

北海道

青森

岩手

宮城

秋田

山形

福島

茨城

栃木

群馬

埼玉

千葉

面積

159.38

243.35

191.00

30.00

0.10

4.30

1,444.73

277.03

21.90

91.65

113.59

260.03

前年増

0

0

0

0

0

0

26.20

3.00

15.00

8.50

0.23

0

東京

神奈川

新潟

富山

石川

福井

山梨

長野

岐阜

静岡

愛知

三重

面積

291.81

45.60

631.67

6,027.05

343.98

31.98

1,192.75

188.08

23.86

76.38

944.16

7,019.07

前年増

1.10

0

0

2.40

5.00

5.00

0

8.05

0

0

8.56

121.38

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

鳥取

島根

岡山

広島

山口

徳島

面積

66.45

282.80

664.33

1,062.09

121.55

804.30

947.81

105.95

238.57

457.33

8.64

87,167.77

前年増

2.50

0.50

11.40

0

9.21

20.00

97.78

0

0.20

19.01

0

834.46

香川

愛媛

高知

福岡

佐賀

長崎

熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖縄

合計

日本のＧＭＯフリーゾーン（農地）登録状況（2016年2月29日現在） 単位：ha

はグリーンコープエリア

　

Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
の
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

私
た
ち
の
足
元
の
暮
ら
し
や

地
域
、
食
と
農
を
守
り
、
未

来
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
本
当
に
大
事
で
す
。

し
か
し
、Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
現
状
は

逆
の
方
向
に
動
い
て
き
て
い

ま
す
。

Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
現
状

１
、Ｇ
Ｍ
Ｏ
が
増
え
て
い
る

・
米
国
で
Ｇ
Ｍ
リ
ン
ゴ
が
承

　

認
さ
れ
た　

・
米
国
な
ど
で
Ｇ
Ｍ
小
麦
と

　

Ｇ
Ｍ
イ
ネ
の
開
発
が
活
発

　

化
し
て
き
た

２
、Ｇ
Ｍ
動
物
が
流
通
間
近

・
米
国
で
Ｇ
Ｍ
鮭
が
承
認
さ

　

れ
た

３
、
新
し
い
技
術
が
登
場

・
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
は
遺
伝

　

子
操
作
の
世
界
を
変
え
る

　

２
０
１
４
年
の
世
界
の
Ｇ

Ｍ
Ｏ
の
栽
培
面
積
は
、
１
億

８
１
５
０
万
ha
で
、
世
界
の

農
地
の
10
％
以
上
と
な
り
ま

し
た
。
米
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
・

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
三
大
栽
培

国
で
、
食
用
は
栽
培
し
て
い

ま
せ
ん
が
イ
ン
ド
・
中
国
に

も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
自
給
率
が
低

い
ダ
イ
ズ
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・

ワ
タ
・
ナ
タ
ネ
の
４
種
類
の

作
物
が
流
通
し
て
お
り
、
私

た
ち
の
食
卓
に
Ｇ
Ｍ
食
品
が

出
回
っ
て
し
ま
う
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
内

各
地
で
地
域
の
食
べ
も
の
を

作
り
、
自
給
率
を
上
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
食
品
表
示
の
問
題

も
あ
り
ま
す
。
日
本
の
食
用

油
や
醤
油
な
ど
の
大
半
は
、

Ｇ
Ｍ
原
料
表
示
を
し
な
く
て

も
よ
い
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、Ｅ
Ｕ
で
は
全
て
の
食
品

に
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
Ｇ
Ｍ
食
品
が
流
通

し
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
で
の

表
示
制
度
が
厳
密
に
な
っ
て

い
け
ば
Ｇ
Ｍ
食
品
は
流
通
し

な
い
と
考
え
ま
す
。

全
国
の
仲
間
と

力
強
く
続
け
て
い
く

Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運
動

　

今
、
世
界
中
で
Ｇ
Ｍ
食
品

反
対
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
何
よ
り
も
大
き
い
の
は

米
国
で
の
Ｇ
Ｍ
食
品
表
示
運

動
で
、
バ
ー
モ
ン
ト
州
で
は

今
年
７
月
か
ら
食
品
の
Ｇ
Ｍ

表
示
が
開
始
さ
れ
、
今
後
全

米
に
広
が
っ
て
い
く
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運

動
に
取
り
組
ん
で
き
て
思
う

の
は
、
私
た
ち
が
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ

リ
ー
の
食
品
を
選
ぶ
こ
と
で

Ｇ
Ｍ
食
品
の
な
い
も
う
一
つ

の
世
界
を
つ
く
る
こ
と
が
、

大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

全
国
の
仲
間
と
続
け
て
い
る

Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運
動

を
こ
れ
か
ら
も
力
強
く
続

け
、
さ
ら
に
地
域
で
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

在来野菜鍋ムーブメントから
仙台のまちは何を学ぶか
宮城のセリ農家
公益財団法人みやぎ・環境とくらしネットワーク理事 三浦 隆弘さん

※

１

※

１ 

生
物
の
設
計
図
で
あ
る
遺
伝
子

情
報
を
自
由
自
在
に
設
計
で
き

る
技
術
。
こ
れ
ま
で
の
遺
伝
子

組
み
換
え
技
術
と
は
段
違
い
の

易
し
さ
で
遺
伝
子
操
作
が
可
能

と
な
る

（2016年 5月 1日）  第 362 号  （4）共 生 の 時 代



第11回 ＧＭＯフリーゾーン全国交流集会 ｉｎ みやぎ

あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ
か
ら
第
12
回
の
開
催

地
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
さ
が
へ
バ
ト

ン
が
渡
さ
れ
ま
し
た

海
外
か
ら
も
G
M
O
反
対
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
き
ま
し
た

参加したグリーンコープ組合員と天笠さん

　

在
来
野
菜
と
は
、
栽
培
者

自
身
が
自
家
採
種
な
ど
に
よ

っ
て
そ
の
地
域
で
世
代
を
越

え
て
、
栽
培
・
保
存
を
続
け

て
き
た
野
菜
で
す
。
生
活
に

利
用
し
て
き
た
固
有
性
の
高

い
独
自
の
地
域
資
源
で
あ

り
、
美
味
し
く
て
生
き
た
文

化
財
で
す
。
宮
城
県
に
は
、

小
瀬
菜
大
根
や
伊
場
野
芋
、

仙
台
芭
蕉
菜
、
仙
台
セ
リ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
在
来
野
菜

は
高
く
売
れ
る
、
た
く
さ
ん

採
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
売
れ
な
く
て
も
未
来
に

大
切
に
伝
え
て
い
く
シ
ー
ド

バ
ン
ク
と
い
う
大
切
な
機
能

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

仙
台
周
辺
の
地
域
は
湿
原

で
お
米
を
作
れ
ず
、
約
４
０

０
年
前
か
ら
仙
台
セ
リ
の
栽

培
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

正
月
の
「
仙
台
雑
煮
」
や
行

事
食
に
欠
か
せ
な
い
仙
台
セ

リ
は
、
最
近
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
根
っ
こ
が
お
い
し
い
と

い
う
こ
と
が
広
ま
り
有
名
に

な
り
ま
し
た
。
で
も
私
は
、

東
京
で
は
な
く
仙
台
に
来
て

地
元
の
お
店
で
仙
台
セ
リ
の

鍋
を
食
べ
る
か
ら
こ
そ
美
味

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
旬
に
、
作
ら
れ
た
場

所
で
、
地
域
固
有
種
を
食
べ

る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思

う
か
ら
で
す
。

　

自
分
が
食
べ
る
も
の
や
自

分
の
台
所
の
向
こ
う
側
に
、

ど
ん
な
人
が
ど
ん
な
土
地
で

ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
る

か
、
そ
ん
な
風
景
が
見
え
る

よ
う
な
食
べ
も
の
に
出
会
え

る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
便
利
な
も
の
に
任

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
失
う

も
の
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン

運
動
も
行
政
や
企
業
に
お
任

せ
で
は
な
く
、
私
た
ち
自
身

の
台
所
や
家
庭
か
ら
少
し
ず

つ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
に
し
て
い

く
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
、
世
界
の
市
民
運
動
が
取
り
組
ん
で
い
る
最
大

の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
で
す
。

環
境
を
破
壊
し
、
食
卓
の
安
全
を
脅
か
す
だ
け
で
な
く
、

米
国
政
府
と
モ
ン
サ
ン
ト
社
な
ど
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
多
国
籍
企
業
に
よ
る
世
界
の
食
料
支
配
を
も
た
ら

そ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
間
、Ｇ
Ｍ
作
物
の

栽
培
面
積
は
拡
大
、
日
本
の
輸
入
量
も
増
え
つ
づ
け
て

い
ま
す
。

　

そ
の
動
き
に
対
抗
す
る
た
め
、
私
た
ち
の
取
り
組
み

も
い
っ
そ
う
の
国
際
的
な
連
帯
と
飛
躍
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
も
た
ら
す
も
の
こ
そ
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー

ゾ
ー
ン
の
拡
大
で
す
。
世
界
の
人
々
と
共
に
遺
伝
子
組

み
換
え
作
物
・
食
品
を
拒
否
し
、「
作
ら
せ
な
い
、
流

通
さ
せ
な
い
、
食
べ
な
い
」
と
い
う
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ

ー
ン
を
自
ら
の
地
域
で
広
げ
、
食
と
農
を
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
宮
城
県
仙
台
市
に
集
ま
り
、
全
国
の
心
あ

る
仲
間
と
と
も
に
、Ｇ
Ｍ
作
物
栽
培
拒
否
地
域
を
広
げ
、

自
治
体
で
の
Ｇ
Ｍ
作
物
栽
培
規
制
条
例
の
制
定
を
後
押

し
し
、Ｇ
Ｍ
表
示
の
拡
大
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運
動
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の
復
興
に

弾
み
を
つ
け
、Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
な
社
会
を
足
元
か
ら
築

き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
６
年
３
月
５
日

第
11
回
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
全
国
交
流
集
会
in
み
や
ぎ
参
加
者
一
同

　2005年からスタートした自生ＧＭナタネ汚染調査活動
を、2015年度も全14単協で実施しました。全体で295
ヵ所を調査し、その結果を「自生遺伝子組み換えナタネ汚
染調査報告書」として作成しています。グリーンコープ生協
くまもとでは、調査結果を積極的に自治体へ届ける活動を
続けることで、天草市から一緒に調査をしたいと要請があ
りました。行政と共に取り組んだ意義は大きいと思います。
　これからも「買わない、作らない、作らせない」を合言
葉に、全国の仲間と共にＧＭ食品の表示問題などにも取り
組み、さらにＧＭＯフリーゾーン地域を広げていきましょう。

グリーンコープの
取り組み報告

グリーンコープ共同体代表理事
田中 裕子さん基調講演

持
続
可
能
な
地
域
創
造
と
震
災
復
興

　
　  

ー
社
会
的
共
通
資
本
と
し
て
の
森
の
学
校
ー

宮
城
大
学
事
業
構
想
学
部
副
学
部
長

都
市
計
画
家
・
都
市
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

風
見 

正
三
さ
ん

　

私
が
描
い
て
い
る
持
続
可

能
な
社
会
と
は
、
一
言
で
言

え
ば
「
生
命
主
義
」
で
す
。

そ
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る

の
は
「
ガ
イ
ア
の
思
想
」。

地
球
は
、
ま
る
で
生
き
て
い

る
か
の
よ
う
な
恒
常
性
を
持

っ
た
す
ば
ら
し
い
も
の
で
、

そ
の
中
で
私
た
ち
は
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
球
と
共
に

生
き
る
豊
か
さ
を
創
造
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

真
の
豊
か
さ
を
生
み
出
す

経
済
と
は

　

20
世
紀
は
都
市
の
世
紀
。

大
都
市
は
経
済
の
中
心
で
あ

り
、
そ
こ
に
豊
か
さ
が
あ
る

と
信
じ
て
い
た
時
代
で
し

た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震

災
に
遭
っ
て
日
本
の
社
会
経

済
シ
ス
テ
ム
が
い
か
に
脆
弱

だ
っ
た
か
、
い
ざ
と
い
う
時

都
市
シ
ス
テ
ム
が
い
か
に
役

に
立
た
な
い
か
を
知
り
ま
し

た
。
経
済
と
は
「
経
世
済
民

(

世
を
お
さ
め
、民
を
す
く
う)

」、

社
会
を
安
定
さ
せ
、
人
々
の

生
活
を
救
済
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
真
の
豊
か
さ
を
生

み
出
す
も
の
こ
そ
が
経
済
活

動
で
あ
る
こ
と
を
、
も
う
一

度
思
い
返
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
、
人
々
の
善
意
に
よ

っ
て
社
会
が
変
え
ら
れ
る
時

代
に
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
自
然
が
一
番
基
本
に
あ

っ
て
、
そ
の
上
の
「
う
つ

わ
」(

社
会
基
盤)
と
、
そ
れ

を
管
理
す
る
仕
組
み
を
つ
く

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

都
市
集
中
型
の
産
業
か
ら

地
域
が
主
体
と
な
る
地
域
循

環
型
産
業
に
変
え
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
こ
で
大
事
な

の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

豊
か
で
あ
れ
ば
、
持
続
可
能

な
地
域
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
風
景
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
伝
統
文
化
と
い

っ
た
地
域
資
源
を
大
事
に
育

て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
生

協
が
取
り
組
ん
で
き
た
生
産

者
と
消
費
者
を
繋
ぐ
こ
と
も

そ
の
一
つ
で
す
。
そ
う
い
う

こ
と
も
含
め
て
、
地
域
資
源

に
立
脚
し
た
社
会
を
支
え
る

仕
組
み
を
皆
で
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

　

豊
か
な
地
域
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
必
要
な
の
が
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と

は
、
貧
困
や
地
球
温
暖
化
、

少
子
高
齢
化
、
雇
用
の
創
出

な
ど
社
会
全
体
の
問
題
を
解

決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
。
地
域
固

有
の
課
題
を
解
決
す
る
の
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
。

二
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
ど
ち
ら

も
三
つ
の
特
性
を
持
っ
て
い

ま
す
。
一
つ
は
高
い
ミ
ッ
シ

ョ
ン
、
志
。
二
つ
め
は
継
続

的
な
事
業
で
あ
る
こ
と
。
三

つ
め
は
革
新
性
、
今
ま
で
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
解
決
す

る
知
恵
を
持
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
志
を
持
っ
て
、
適
正

な
利
益
を
求
め
つ
つ
、
社
会

貢
献
と
経
済
発
展
を
両
立
さ

せ
る
事
業
を
、
行
政
だ
け
に

任
せ
ず
、
市
民
、
企
業
、
大

学
と
い
っ
た
多
様
な
人
々
の

参
加
に
よ
っ
て
す
す
め
、
問

題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

自
然
と
共
に
生
き

自
然
の
力
を
学
ぶ
学
校
造
り

　

作
家
の
Ｃ・
Ｗ・
ニ
コ
ル

さ
ん
が
長
野
県
の
地
域
資
源

を
活
か
す
試
み
と
し
て
再
生

し
た
素
晴
ら
し
い
森
に
、
震

災
の
年
か
ら
毎
年
被
災
地
の

子
ど
も
た
ち
を
招
く
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
震
災
で
深
い
心
の
傷

を
負
っ
て
い
ま
し
た
が
、
森

の
中
で
は
元
気
に
遊
び
ま
わ

り
、
森
の
力
で
癒
さ
れ
て
い

く
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

私
が
今
取
り
組
ん
で
い
る

「
森
の
学
校
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
森
の
恵
み
を
活
か

し
、
地
域
に
合
っ
た
建
物
を

建
て
て
地
域
の
ル
ー
ル
で
運

営
し
て
い
こ
う
と
計
画
し
て

い
ま
す
。
校
舎
の
裏
山
に
木

の
生
命
力
が
感
じ
ら
れ
る
ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス
も
造
り
ま
し

た
。「
森
の
学
校
」
の
取
り

組
み
を
通
し
て
林
業
を
発
展

さ
せ
、
木
材
を
利
用
し
た
新

た
な
産
業
を
生
み
出
す
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
た
く
さ
ん
創
り

出
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
球
は
一
つ
。
生
き
も
の

全
て
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
私
た
ち
は
自
然
を
尊
重

し
、
人
間
性
を
回
復
さ
せ
、

地
域
の
絆
を
繋
い
で
、
も
う

一
度
こ
の
社
会
を
協
奏
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考

え
ま
す
。

在来野菜鍋ムーブメントから
仙台のまちは何を学ぶか
宮城のセリ農家
公益財団法人みやぎ・環境とくらしネットワーク理事

仙台セリの
根っこ

※

２

こ　

ぜ　

な

い 　

ば　

の  

い
も

ば 

し
ょ
う 

な

※

２ 

植
物
の
種
子
を
遺
伝
子
資
源
と

し
て
保
存
す
る
こ
と

※

３ 

森
と
共
に
人
々
が
心
豊
か
な
暮

ら
し
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
社

会
を
目
指
し
て
ア
フ
ァ
ン
の
森

財
団
を
設
立

※

３
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